
関東支部報告 

令和４年度共晶会関東支部活動報告 

 令和４年度共晶会関東支部総会は、新型コロナウィルス禍を考慮して 11月に原則オンラインでの

開催としました。但し、今年度は来年度以降の本格的なハイブリッド（リアルとオンラインの併用）

開催に向けての予行演習として、幹事有志は学士会館小会議室から参加しました。 

恒例の名古屋大学からの講師招聘は、伊藤孝至准教授に学士会館で参加していただきました。伊

藤先生には「廃熱を利用した熱電発電と熱電材料およびモジュールの研究開発について」と題して、

名大・マテリアル工学科（旧金属・鉄鋼工学科）の現状を含めて約１時間の講演をしていただきまし

た。この講演は近年のニーズに沿った内容で、当日は期待に違わぬ有意義な講演でした。総会には

伊藤先生を含む 15名が参加し、ＷＥＢも介して先生の講演と各自の近況報告で楽しいひとときを過

ごしました。 

 

 伊藤先生は 1983 年（S58）に学部（坂尾研究室）を卒業され、1985 年に大学院博士課程前期課程

を修了して、名大助手になられました。その後は、2002 年 4 月に名古屋大学高効率エネルギー変換

研究センター助教授、2012 年 4 月に名古屋大学大学院工学研究科准教授に着任されて、ほぼ名大一

筋にご活躍されてきました。 

 講演では、前半は名大・マテリアル工学科（旧金属・鉄鋼工学科）の現状を、後半は伊藤先生の多

岐に亘る知見を基に、熱電発電と熱電材料およびモジュールについて、興味深い講演をしていただ

きました。ここでは紙面の都合上その全貌はとても記述できませんが、その一端をご紹介いたしま

す。 

 講演の前半では、まず「大学および関連学部・大学院の変遷」として、1939 年の名古屋帝国大学

の創設から始まる学科の変遷を節目毎に整理していただきました。それに続いて、「現在の学部およ

び大学院について」では詳細な学科の現状を紹介していただきました。その中には鉄鋼精錬の講座

が見当たらないことはおろか、自分が学生だったときやリクルート活動で名大を訪問していたとき

に面識があった先生方の内残っているのは伊藤先生を除いて皆無なことには、長い時間の流れを感

じざるを得ませんでした。前半の最後は卒業生の進路が紹介されましたが、今や学部卒業生の 98%が

大学院進学であることはちょっと驚きであり、一方で前期課程（修士課程）から後期課程（博士課

程）への進学率が 10％余りしかないこと（更には博士の就職が不安定なこと）は、大学の（ひいて

は日本の）研究力アップに危惧を抱かざるを得ません。 

 講演の後半では、熱電変換現象とその応用としてペルチェ効果やゼーベック効果の基本的な説明

から始まり、それを応用した熱電対の原理や熱電発電などの身近な話題が続きました。その後、話

題は第六次エネルギー基本計画(経産省 2021 年 10 月)に及び、日本の廃熱の現状や更には熱電発電

システム開発の歴史が紹介されました。そこから先は、伊藤先生の真骨頂である熱電発電システム

に使用される熱電材料の講演が続きました。ここにその内容を再現するのは浅学の身には難しいで

すが、今後の廃熱回収や日本のエネルギー問題に示唆を与える内容であったと思います。 

講演の後も、参加者からの質疑応答があり、有意義な時間になったと思います。 

 



伊藤先生の講演の後は歓談に移り、参加者の近況報告となりました。一昨年度・昨年度とはまた

異なるハイブリッド開催でしたのでＷＥＢ上での近況報告も例年とは少し勝手は違いましたが、事

務局の黒岩さんによるＺｏｏｍの設定のおかげで滞りなく進行することができました。参加者の中

には会社をリタイアして第２の人生に踏み出されている方も多く、毎年いろいろな話を聞くことが

できて、そろそろリタイアにリーチが掛かっている者として参考になることも多々あります。 

 

一方で、関東支部総会は、このところ現役世代の方々の参加が少ないのが実情です。この小文を

目にされた関東地区（に限らずどなたでも歓迎です）在住の方は、関東支部総会への参加を是非ご

検討ください。現役世代の方々の情報交換や旧交を温める場として活用していただければ幸いです。

なお、例年の総会開催案内が届いていない方は、下記事務局までご連絡ください。 

 次回（来年度）の総会は 2023年 10月 28日(土)で、場所は学士会館を予定しています。例年日曜

日でしたが、参加し易さ等を考慮して次回は土曜日にしています。また、寒くなる前に開催しよう

ということで、例年より１ヵ月近く前倒ししました。コロナの状況次第ですが、できれば本格的に

ハイブリッド開催を目指していますので、都合の付く方は会場にご参集ください。同窓会はやはり

対面に代えがたいものはありますが、遠距離の方やリアルでの出席時間の都合の付かない方もオン

ラインでの参加を是非ご検討ください。 

また、こうすれば参加できる（時間帯・場所・会費等何でも）というようなご意見がありました

ら、同様に下記事務局にお寄せください。次回すぐに反映させるのは難しいかもしれませんが、で

きるだけの対応を幹事会で検討していきたいと思います。 

最後に、参加者の方々、また開催に協力いただいた共晶会本部の方々に、この場を借りてお礼を

申し上げます。 

  （共晶会関東支部長 井上 茂（S56/58M 坂尾研）） 

 

  ＜事務局連絡先＞ 

                   黒岩和典（S52 戸澤研）kuroiwa779618@gmail.com 

以上 



関西支部報告 

令和４年度共晶会関西支部活動報告 

2019 年 3 月(2018 年度)の共晶会関西支部総会および懇親会開催以降、新型コロナウイル

スの蔓延に伴い、長らく開催が出来ていませんでしたが、今回 2023 年 3 月 11 日に関西支部

としては初のオンライン形式で総会・懇親会を開催させて頂きました。 

 今回は市野良一教授にご参加頂き、大学の研究組織の目まぐるしい変遷などについて触れ

られた後、「持続可能な社会の実現に向けて 省エネルギー物質循環技術・長寿命化技術の

開発」と題して、ご講演頂きました。原料から製品を作る"製造プロセス"と、使用済みの製品を

原料として使用する"リサイクルプロセス"の循環に関連して、電解を利用したプロセス開発や、

有害物質の効率的な除去法について最新の研究結果を交えてご講演頂きました。講演を聞

かれた OB の方々との質疑応答も大いに盛り上がり、改めてものづくりに関わる技術者としての

熱意、着眼点、探求心の高さを感じられ、刺激を受ける素晴らしいひとときを過ごす事ができま

した。 

 市野先生のご講演の後は参加者 13 名による近況報告と、欠席者から頂いたメッセージの紹

介を行うとともに、2 グループに分けての歓談を行いました。各々の方から、元気で充実した生

活を送られている状況や、非常に参考となる人生の訓示などを頂きました。中には資料を画面

に写しながら近況報告をされる方がおられ、オンラインならではの面も随時発揮でき大いに盛り

上がりました。 

会は全体で 3 時間程度でしたが、楽しい時間はあっという間に過ぎ、最後は画面上で集合

写真撮影を行い、終始和やかな雰囲気で会はお開きとなりました。 

 最近(2023 年 4 月時点)は、新型コロナウイルスの感染拡大も小康状態となっており、ゴール

デンウィーク明けからは世間的にも 5 類への移行が進むなど、少しずつ閉塞感が有った状況

から抜け出せそうな方向に向かっています。2023 年度については、2024 年 3 月第 2 週目土

曜日の開催(開催方法は未定)に向けて準備を行って参ります。今回の参加人数は久々の開

催のため例年の 6 割弱でありましたが、次回は是非とも例年を上回る盛大な会としたく周りの

方にもお声掛け頂ければと考えております。また、若い世代の参加が少なく年々参加者の平均

年齢が上がっているのが現状です。若い世代が気安く参加でき、且つ参加する価値が大いに

あるような会にすべく事務局として改善を図ってまいりますが、今後、本会を発展させていくにあ

たり、皆様のご意見やご要望など遠慮なく頂けますと幸甚です。 

最後に、今回参加頂いた皆様および開催にご協力頂いた共晶会本部の方々に厚く御礼申

し上げます。 

(共晶会関西支部 支部長 植木俊行(1998 年 佐野研 修士卒) ) 
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